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旭川地区カトリック大会 

わたしたちのシノドス―教皇が示す教会の姿－ 
 

主の望まれる教会へ～教会の未来のために～ 

2024 年 7 月 28 日（日曜日） 

10:45～12:00＠カトリック旭川五条教会 

西村 桃子（セルヴィ・エヴァンジェリー宣教会） 

 

シノドスのための祈り 

Adsumus Sancte Spiritus（聖霊よ、わたしたちはあなたの前に立っています） 

 

聖霊よ、わたしたちはあなたの前に立ち、 

あなたのみ名によって集います。 

わたしたちのもとに来て、とどまり、 

一人ひとりの心にお住まいください。 

わたしたちに進むべき道を教え、 

どのように歩めばよいか示してください。 

弱く、罪深いわたしたちが、 

一致を乱さないよう支えてください。 

無知によって誤った道に引き込まれず、 

偏見に惑わされないよう導いてください。 

あなたのうちに一致を見いだすことができますように。 

わたしたちが永遠のいのちへの旅を続け、 

真理と正義の道を迷わずに歩むことができますように。 

このすべてを、 

いつどこにおいても働いておられるあなたに願います。 

御父と御子の交わりの中で、世々とこしえに。 

アーメン。 

 

（１） 自己紹介 

 

（２） ローマ・シノドスについて 

・シノドスとは？ 

「シノドス」はもともとギリシア語で、「ともに」を表すσυν（シン）と「道」を表すόδός（オドス）か

ら成り立っています。そのため「ともに歩む」が「シノドス」の意味です。 

そして「シノドス（Synodus Episcoporum＝世界代表司教会議）」は、信仰や倫理、教会活動全般に関す

る事柄について、世界から代表の司教、場合によって司祭、奉献生活者、信徒が集まって話し合い、助言



 

 
 

2
 

を提案して教皇を補佐するカトリック教会の集まりです。 

シノドス（世界代表司教会議）は、1965 年、教皇パウロ六世によって設置されました。 

 

※１ 

 

 

 
※２ 

※３ 

・シノドスの歩み： 

テーマ：「ともに歩む教会のため―交わり、参加、そして宣教」 

１．シノドスの呼びかけ（2021 年 10 月）    ※４ 

２．「教区フェーズ」ステージ 
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※５ 

３．「大陸ステージ」： 

・アジア・シノドス：https://www.cbcj.catholic.jp/catholic/holyyear/synod2023/stage2/ 

４．第 16 回シノドス総会第 1 会期（2023 年 10 月） 

５．第 16 回シノドス総会第 2 会期（2024 年 10 月） 

６．つづく・・・ 

 

―目的： 

「どうすればわたしたちは、より『ともに歩む（シノドス的）』教会になることができるのでしょうか？」 

 

・ローマでのシノドスの概要 

－参加者：約 365 名 

・議長：教皇 

・議長団 9 名（男性 7 名、女性 2 名） 

・枢機卿、各国司教団会長、司教ら 

・7 大陸から各大陸 10 名の代表者（司祭、奉献生活者、信徒）の代表者。内女性 54 名。 

日本から菊地功大司教（司教協議会日本代表）、シスター弘田 鎮枝（専門家および 

ファシリテーター）、西村桃子（議長代理、アジア代表）[ジャン＝クロード・オロリッシュ枢機卿（総書

記）]が参加 

※６ 
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※７ 
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・シノドスの進め方：「霊における会話」での話し合いで、「討議要綱」に沿って行われた 

テーマ：「ともに歩む教会のため―交わり、参加、そして宣教」 

① セクション A ：「ともに歩む教会のため」 

10 月４～7 日：：「シノドス的教会のために。不可欠の体験」 

セクション B：「交わり、宣教、参加。シノドス的教会の三つの優先事項」 

② 「交わり」 

10 月 9 日～12 日：B1「交わり」についての５つのテーマ別で小グループでわかち合い 

③ 「宣教」 

10 月 13 日～17 日：B 2「宣教における共同責任」についての５つのテーマ別でわかち合い 

④ 「参加」 

10 月 18 日～21 日：B 3「 参加、統治、権威」についての５つのテーマ別でわかち合い 

⑤ 採択 

10 月 23 日～28 日：「神の民への手紙」「まとめ文書」（①のグループでの話し合い） 

(3) 印象深かったこと 

  
 

※８ 

(4) 質疑応答 


